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★空手の稽古が突然学校の勉強に変身！
　私は、形指導のとき、どうしたら子供たちが興味
を持ってくれるか、どうしたら容易に抽象的概念を
理解してくれるかを常に考えています。必要があれ
ば、突然、算数の授業になったり、国語の授業になっ
たり、理科の授業になったりします。
　体の使い方の説明など、小学 1 年生と中学生の理
解度には大きな隔たりがあります。よって、全少向
け強化練習が５日間あったとしたら、新１年生の初
日は、形で使う専門用語の説明で終わります。例え
ば「軸」、「45°・90°」、「骨盤」、「肩甲骨」、「股関節」、

「半身・真身・真半身・逆真半身」、「抜き」、「タメ」
など、形指導でどうしても使いたい共通言語を新小
１に、まず理解させます。この説明だけで1日終わっ
てしまいます。
　しかしながら、これら概念が分かっていないと、
その後の強化練習で私の説明が外国語を聞いている
ように何を言っているのか分からなくなってしまい
ます。養正館の子供たちは、小１でも角度の概念が
理解できています。

★「算数の授業」の意味
　さきほど述べた「算数の授業」とは、例えばこの
角度の理解です。形では、演武線というものがあり
ます。その時に 45°や 90°の角度の概念がわかって
いないと、形強化練習についていけません。
　道場には、正方形のマットが敷いてあるので、そ
れを使って対角線に棒を置いて 45°を説明します。
幼稚園児には、「折り紙を三角に折ったことあるよ
ね？」と言うとすぐに理解してくれます。15 分位

の説明で、幼稚園児も全員角度の概念を理解します。
そうすると、バッサイ大の最後の掛手受けの部分で、
正確に 45°になるよう、猫足立ちを自分で修正する
姿が見られるようになります。
　外野から先生が「斜め！斜め！」と怒鳴っても、
斜めには 10°、35°、80°などいろんな斜めがあるの
ですから、幼児は何を言われているのか理解できて
いません。規定形のような基本的な形に出てくる演
武線は、「斜め」と言えばピッタリ「45°」です。し
かし、幼児は45°が理解できていません。単純に、「斜
め」の概念すら理解していない子も、ときどき見受
けられます。
　養正館では、45°がどうしても理解できない子に
は「ぴったり斜め」と教えています。そうすると正
確な 45°に自分で修正してくれます。操り人形のよ
うに外から指導者が足の位置を動かして修正して
も、本人が理解していないのですから、次に同じ部
分をやっても、同じ間違いの繰り返しとなります。
　指導者は「何回同じことを言わせるんだぁー！」
とキレてしまいます。誰に問題があるのか分かりま
すよね。

★「国語の授業」の意図
　前述の「国語の授業」とは、質問されたことに最
低限の言葉で的確に答えるトレーニングのことで
す。私は、稽古中に、よく子供たちに体の使い方に
ついて質問をします。指された子は、何か答えなく
てはいけません。どうしても分からない場合は「分
かりません」でも良いので、黙ってしまうのは禁止。
多くの子は「だらだらと長くしゃべって的外れ」か、
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●今回は、本文中に出てきた「国語の授業」、「イン
プットとアウトプット」について、子供たちやママ
さんからたくさん感想をいただいていますので一
部、御紹介します。

がっこうでせんせいがいっぱいさしてくれます
くふうしたこと
１．てをしっかりのばす
２．大きなこえでハイという
３．よいしせい　　　　　（空手ノートより　佐々木琉生君　小１）

　幼稚園の頃は、とにかく恥ずかしがり屋で人前で意見を言う勇
気がなかったのですが、養正館に入門して先生が何度も手の挙げ
方や質問をして下さったおかげで、自分の意見を言えるようにな
りました。
　先生が質問する内容は難しい質問ではなく、一度 説明したこと
の範囲内から質問してくれます。ですので、話をしっかりと聞い
ていれば答えられますし、聞いていなければ答えられません。こ
れを毎日のお稽古に、繰り返し取り入れて下さっていますので、

しっかり話を聞いて、発表できる！
自然と聞く力や 人前で話す力が身に付きました。
　答えられると誰でも嬉しいと思います。答えられない時は、話
を聞いていなかった自分に気づくはずです。次は答えたいという
気持ちが湧き、一生懸命に話を聞く様になりました。それを実感
したのは小学校に入ってからです。幼稚園の時はモジモジしてい
たので、「小学校では どんな様子かな？」と気になっていましたが、
初めての参観日の時、授業が始まるとしっかり耳の横に腕をつけ、
真っすぐに手を挙げて大きな声で「はいっ！」と言って、自分の
意見を言う姿が見られ感動しました。
　空手を始めて自信がつき、そして お稽古の中で手を挙げて自分
の意見を言うことが、学校生活の中でも役立っていると改めて感
じています。　　　　　　　（お母さんの声　佐々木琉生君　小１）

　稽古の最中、先生が何度も質問して、みんなの前で答えること
に慣れていたので、学校の授業参観で大きな声でちゃんと発表で
きていた事、そして手もしっかりとまっすぐ伸ばしていて、先生
を見て話を聞けていて嬉しく思いました。自分の意見もしっかり
言えて、心も十分に鍛えられていると思います。

（お母さんの声　永井皇羽君　小３）
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父である館長から空手の手ほどきを受け
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「黙って貝のように口を閉ざして」しまいます。
　長くしゃべってもキーワードが抜けていればダメ
です。国語の長文読解で、答をたくさん書いても○
がもらえないこともありますし、一単語だけ書いて
も○がもらえることもあります。つまり学校の先生
は、キーワードが入っていれば理解できているとし
て、○にしてあげようと思っている訳です。そのキー
ワードが抜けていれば、いくらたくさん書いても○
にはならないのです。
　そういったことを子供たちに伝え、何度も質問を
繰り返し、出題者（私）は何を聞こうとしているの
か予測させます。学校の国語テストの設問もそうで
すが、突然、突拍子も無いことを聞いてきたりしま
せん。事前の説明があって、それを背景にして設問
があるのです。私の質問も、一通り説明したあとで、
その範囲内から出題し、子供たちに質問します。説
明を聞く段階で、既に「先生はあとでこれを聞いて
くるな」と私の質問を予測できるくらいになると、
しめたものです。

★インプットとアウトプット
　手を止めて私の目を見てしっかり話を聞けるよう
になってきたら、本当に分かっているのか質問して
みます。つい先ほどまで、しっかり私の話を聞いて
いたのに、質問には分からなくて答えられない子が
います。なぜこのようなことが起こるのでしょう
か ?　それは、インプットはできているが、アウト
プットができていないからです。私の話が頭に入る

まで（インプット）はできているが、頭の中に入っ
たデータが雑然として整理されていないので、質
問されてもどれが答えか探し出し発言（アウトプッ
ト）することができないのです。
　引き出しに名前をつけて整理整頓すれば、私が
質問したときに的確に答えを探し出すことができ
るようになります。アウトプットができるように
なると、記憶が定着し、１年たっても２年たって
も忘れません。しかしながら、インプットしたま
まで終わりにすると、翌日には忘れてしまいます。
よって質問を何度も繰り返し、アウトプットのト
レーニングまで行います。場合によっては、後輩
に教えることができるかチェックします。これも
アウトプットの一例です。そこまできっちりやっ
て、指導は「１セット」となります。
　これらから、子供たちが話を聞いていない（第
一段階のインプットすらできていない）状態で稽
古を進めていくことが、いかに無駄なことをして
いるかお分かりいただけるかと思います。


